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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 5,889 51.3 679 791.1 696 710.2 351 608.5

2021年12月期第３四半期 3,892 11.4 76 △34.6 85 △21.7 49 △30.5

（注）包括利益 2022年12月期第３四半期 360百万円（656.8％） 2021年12月期第３四半期 47百万円（△33.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 30.73 30.22

2021年12月期第３四半期 4.34 4.28

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 5,722 2,808 47.5

2021年12月期 3,819 2,454 63.0

（参考）自己資本 2022年12月期第３四半期 2,715百万円 2021年12月期 2,407百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2022年12月期 － 0.00 －

2022年12月期（予想） － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,000 39.3 1,000 99.5 1,000 94.3 600 77.1 52.45

１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．当社は2022年12月期において配当を予定しておりますが、配当予想額につきましては未定であります。

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期３Ｑ 11,458,998株 2021年12月期 11,418,398株

②  期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 5,821株 2021年12月期 25,819株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 11,431,396株 2021年12月期３Ｑ 11,408,082株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規　２社　（社名）株式会社セレブレイン、フロンティア・キャピタル株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

　また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想

のご利用にあたっての注意事項等については添付資料P.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予

想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（自2022年１月１日　至2022年９月30日）におけるわが国経済は、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大に伴う行動規制が段階的に緩和され、社会経済活動の正常化と景気の持ち直しの動きが一部見

られたものの、ロシア・ウクライナ情勢の長期化による資源の供給不足やエネルギー価格の高騰、急速な円安の進

行に伴う物価の上昇など景気の下振れリスクは依然として大きく先行きは不透明な状況であります。

このような経営環境の下、当社グループは、経営コンサルティング、Ｍ＆Ａアドバイザリー、再生支援、その他

の機能を活かした包括的なサービス提供により、ワンストップで企業の課題解決を図る提案と執行に引き続き注力

するとともに、経営人材の派遣を伴う投資事業を行うフロンティア・キャピタル株式会社を2022年４月１日に設立

し、事業開始に向けて準備を進めております。

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は5,889,465千円（前年同四半期連結

累計期間比51.3％増）、利益面に関しては営業利益679,211千円（同791.1％増）、経常利益696,661千円（同710.2％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益351,338千円（同608.5％増）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

　なお、当社グループの事業はこれまで単一セグメントとしておりましたが、第２四半期連結会計期間より「コン

サルティング・アドバイザリー事業」と「投資事業」の２区分に変更しております。詳細は「２．四半期連結財務

諸表及び主な注記　（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項　（セグメント情報等）」に記載のとおりであり

ます。そのため「コンサルティング・アドバイザリー事業」における売上高及び営業利益、事業別の売上高を除

き、前年同四半期との比較・分析を行っておりません。

（コンサルティング・アドバイザリー事業セグメント）

　コンサルティング・アドバイザリー事業セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、経営コンサルティン

グ事業とＭ＆Ａアドバイザリー事業が引き続き好調に推移し、売上高は5,889,465千円（前年同四半期連結累計期

間比51.3％増）、営業利益は791,126千円（前年同四半期連結累計期間比938.0％増）となりました。

　各事業別の経営成績は次のとおりであります。

＜経営コンサルティング事業＞

経営コンサルティング事業の当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高3,361,599千円（前年同四半期連結累

計期間比49.1％増）となりました。当第３四半期連結累計期間においては、積極的な採用による人員増加の効果が

現われてきたことに加え、SR/IR関連、DX関連、人事関連等のコンサルティングサービスの強化拡充が寄与し、前

年同四半期連結累計期間比で大きく増収となりました。

＜Ｍ＆Ａアドバイザリー事業＞

Ｍ＆Ａアドバイザリー事業の当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高2,113,541千円（前年同四半期連結累

計期間比98.3％増）となりました。当第３四半期連結累計期間において、大型・中型のＭ＆Ａ案件が順調に成立し

た結果、前年同四半期連結累計期間比で大きく増収となりました。

＜再生支援事業＞

再生支援事業の当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高294,121千円（前年同四半期連結累計期間比42.2％

減）となりました。当第３四半期連結累計期間においても、金融機関の企業への融資支援が継続されていることに

より、再生支援のニーズが拡大せず、売上高は前年同四半期連結累計期間比で減少いたしました。

＜その他事業＞

その他事業の当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高120,202千円（前年同四半期連結累計期間比88.4％

増）となりました。

（投資事業セグメント）

　投資事業セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、当事業の立ち上げに伴う人件費等の諸費用を計上し

た結果、売上高1,500千円、営業損失111,914千円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

＜資産の部＞

　当社グループの当第３四半期連結会計期間末の資産残高は5,722,168千円（前連結会計年度末は3,819,274千円）

となり、前連結会計年度末と比して1,902,893千円増加いたしました。

　これは主に、現金及び預金が1,435,520千円、のれんが282,179千円、敷金及び保証金が148,463千円増加したこ

とによるものであります。

＜負債の部＞

　当社グループの当第３四半期連結会計期間末の負債残高は2,913,312千円（前連結会計年度末は1,365,207千円）

となり、前連結会計年度末と比して1,548,104千円増加いたしました。

　これは主に、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が812,415千円、短期借入金が500,000千円、未

払金が132,551千円増加したことによるものであります。

＜純資産の部＞

　当社グループの当第３四半期連結会計期間末の純資産残高は2,808,855千円（前連結会計年度末は2,454,066千

円）となり、前連結会計年度末と比して354,789千円増加いたしました。

　これは主に、当第３四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益351,338千円の計上により

増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年２月10日に公表いたしました連結業績予想を修正いたしました。詳細につきましては本日（2022年11月11

日）公表いたしました「連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,784,218 3,219,738

受取手形及び売掛金 1,073,376 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 1,022,221

営業投資有価証券 9,837 23,368

その他 147,710 185,832

貸倒引当金 △16,936 △25,076

流動資産合計 2,998,206 4,426,083

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 193,854 261,742

工具、器具及び備品（純額） 14,473 30,817

有形固定資産合計 208,328 292,559

無形固定資産

ソフトウエア 11,267 11,165

のれん － 282,179

その他 102 102

無形固定資産合計 11,369 293,447

投資その他の資産

投資有価証券 56,800 3,591

関係会社株式 43,633 52,160

敷金及び保証金 212,055 360,519

繰延税金資産 277,356 283,859

その他 11,524 1,614

投資その他の資産合計 601,370 701,744

固定資産合計 821,068 1,287,751

繰延資産

創立費 － 8,332

繰延資産合計 － 8,332

資産合計 3,819,274 5,722,168

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 45,424 67,644

短期借入金 － 500,000

１年内返済予定の長期借入金 － 138,864

未払金 94,699 227,250

未払法人税等 259,633 184,697

賞与引当金 553,014 596,212

役員賞与引当金 － 40,523

株主優待引当金 7,079 7,177

その他 323,095 361,197

流動負債合計 1,282,944 2,123,567

固定負債

長期借入金 － 673,551

資産除去債務 82,262 116,194

固定負債合計 82,262 789,745

負債合計 1,365,207 2,913,312

純資産の部

株主資本

資本金 178,723 205,175

資本剰余金 558,745 576,431

利益剰余金 1,696,822 1,934,234

自己株式 △36,575 △8,246

株主資本合計 2,397,717 2,707,595

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 9,380 8,283

その他の包括利益累計額合計 9,380 8,283

株式引受権 － 18,368

新株予約権 46,969 27,339

非支配株主持分 － 47,269

純資産合計 2,454,066 2,808,855

負債純資産合計 3,819,274 5,722,168

- 5 -

フロンティア・マネジメント㈱(7038) 2022年12月期 第３四半期決算短信



（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 3,892,955 5,889,465

売上原価 1,587,480 2,360,912

売上総利益 2,305,474 3,528,552

販売費及び一般管理費 2,229,257 2,849,340

営業利益 76,217 679,211

営業外収益

受取利息 96 131

持分法による投資利益 4,724 6,026

受取保険配当金 1,125 1,802

貸倒引当金戻入額 493 －

為替差益 4,124 12,601

その他 2,649 2,233

営業外収益合計 13,214 22,794

営業外費用

支払利息 1,228 5,153

株式報酬費用 1,963 －

その他 256 191

営業外費用合計 3,448 5,345

経常利益 85,983 696,661

特別損失

投資有価証券評価損 － 53,505

特別損失合計 － 53,505

税金等調整前四半期純利益 85,983 643,156

法人税、住民税及び事業税 1,247 277,078

法人税等調整額 35,150 4,970

法人税等合計 36,397 282,049

四半期純利益 49,586 361,107

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 9,769

親会社株主に帰属する四半期純利益 49,586 351,338

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 49,586 361,107

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △2,016 △1,096

その他の包括利益合計 △2,016 △1,096

四半期包括利益 47,570 360,010

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 47,570 350,241

非支配株主に係る四半期包括利益 － 9,769

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用することとしていますが、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減すべき累積的影響額はありません。

また、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響もありません。

なお、収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示し

ていた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業

会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係

る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年7月4日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありま

せん。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の影響に関する会計上の見積りにおいて、前連結会計年度

の有価証券報告書の（追加情報）に記載いたしました仮定に重要な変更はありません。

（繰延資産の処理方法）

創立費　５年間で均等償却をしております。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
四半期連結財務

諸表計上額
（注）

コンサルティ
ング・アドバ
イザリー事業

投資事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 5,889,465 － 5,889,465 － 5,889,465

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 5,889,465 － 5,889,465 － 5,889,465

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 1,500 1,500 △1,500 －

計 5,889,465 1,500 5,890,965 △1,500 5,889,465

セグメント利益又は損失（△） 791,126 △111,914 679,211 － 679,211

（セグメント情報等）

前第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

当社グループの事業セグメントは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「セグメント利益又は損失」は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社グループの報告セグメントは、これまで単一セグメントでありましたが、第２四半期連結会計期間より

フロンティア・キャピタル株式会社を設立し、経営人材の派遣を伴う投資事業を開始することに伴い「投資事

業」を新たに報告セグメントとして追加し、「コンサルティング・アドバイザリー事業」と「投資事業」の２

区分に変更しております。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報を当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの区分方

法により作成した情報については、「投資事業」が第２四半期連結会計期間より追加されたことから開示を行

っておりません。

３．報告セグメントごとの資産に関する情報

　第２四半期連結会計期間において、フロンティア・キャピタル株式会社を連結の範囲に含めたことにより、

投資事業の当第３四半期連結会計期間のセグメント資産の金額は、前連結会計年度末と比較して930,536千円

増加しております。
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